五山詩文における梅花 by 小野, 泰央
五
山
詩
文
に
お
け
る
梅
花
小
野
泰
央
＊
（
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
七
日
受
理
）
は
じ
め
に
｜
五
山
以
前
『
古
今
集
』
で
は
「
花
」
と
い
え
ば
、
桜
を
い
う
が
、『
万
葉
集
』
で
「
花
」
は
梅
を
意
味
す
る
。『
和
歌
文
学
大
?注
１
）
辞
典
』
の
「
梅
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
古
今
集
以
後
は
、
鶯
と
の
組
み
合
わ
せ
で
男
女
の
恋
愛
関
係
を
よ
そ
え
る
詠
法
が
試
み
ら
れ
る
一
方
、
漢
詩
文
か
ら
の
影
響
に
よ
り
そ
の
香
を
讃
う
る
歌
が
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、花
の
色
の
美
し
さ
へ
の
讃
仰
は
も
っ
ぱ
ら
桜
に
注
が
れ
、花
は
桜
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
鶯
と
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
男
女
の
仲
を
読
む
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
小
林
祥
次
郎
氏
は
『
梅
と
日
本
人
』
に
お
?注
２
）
い
て
、
奈
良
時
代
で
の
梅
と
の
取
り
合
わ
せ
と
し
て
、「
雪
」
「
柳
」「
蝶
」「
桃
」「
鶯
」
を
挙
げ
、
平
安
漢
詩
で
は
「
雪
」「
柳
」「
鶯
」
と
の
取
り
合
わ
せ
が
主
で
、
楽
府
「
梅
花
落
」
や
大
嶺
を
踏
ま
え
た
形
で
賦
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
は
後
代
に
は
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
す
る
。
そ
の
梅
は
五
山
漢
詩
に
到
っ
て
再
評
価
さ
れ
た
。
小
林
氏
は
さ
ら
に
五
山
文
学
に
お
い
て
「
早
春
」「
落
梅
」「
雪
・
氷
と
の
配
合
」「
寒
さ
・
冷
た
さ
・
痩
せ
」「
動
物
と
の
配
合
」﹇
蝶
﹈
﹇
鶯
﹈「
植
物
と
の
配
合
」﹇
柳
﹈「
松
竹
梅
」「
梅
の
香
り
」「
黄
昏
・
月
と
の
配
合
」「
笛
と
の
配
合
」「
駅
使
」「
人
名
・
地
名
」﹇
林
和
靖
﹈﹇
陸
放
翁
﹈﹇
屈
原
﹈﹇
論
語
﹈﹇
羅
浮
山
﹈﹇
姑
射
﹈「
菅
原
道
真
」「
梅
の
実
」
を
指
摘
す
る
が
、
梅
が
論
じ
尽
く
さ
れ
た
平
安
の
和
歌
に
比
べ
て
、
五
山
漢
詩
文
の
梅
は
小
林
氏
の
指
摘
し
た
事
項
以
外
に
、
い
ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
五
山
禅
の
あ
り
方
と
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
、
平
安
文
学
の
継
承
『
日
本
詩
史
』
で
は
古
代
の
漢
詩
の
流
れ
が
途
絶
え
て
再
興
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
い
る
よ
?注
３
）
う
に
、
日
本
漢
文
学
史
を
考
え
る
時
、
平
安
と
五
山
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
作
者
層
が
貴
族
か
ら
禅
宗
の
僧
侶
に
移
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
中
国
作
品
へ
の
依
拠
作
品
も
移
り
変
わ
る
。
平
安
日
本
漢
詩
文
の
依
拠
は
白
楽
天
一
色
で
あ
り
、
院
政
期
に
到
っ
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
中
心
と
し
た
平
安
漢
詩
文
表
現
を
焼
き
な
お
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
を
経
て
、
室
町
時
代
に
い
た
る
と
、
宋
の
作
品
傾
向
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
、
蘇
東
坡
・
黄
山
谷
お
よ
び
彼
ら
が
思
慕
し
た
杜
甫
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
、
南
枝
・
北
枝
で
あ
る
か
ら
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
集
録
さ
れ
て
著
名
な
「
東
岸
西
岸
之
柳
、
遅
速
不
同
。
南
枝
北
枝
之
梅
、
開
落
已
異
?
東
岸
西
岸
の
柳
、
遅
速
同
じ
か
ら
ず
。
南
枝
北
枝
の
梅
、
開
落
已
に
異
な
り
?」（
巻
上
「
早
春
」
慶
滋
保
胤
）
と
い
う
句
を
踏
ま
え
て
賦
し
た
次
の
句
な
ど
は
稀
な
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
帯
得
三
更
月
下
奇
帯
び
得
た
り
三
更
の
月
の
下
り
て
奇
な
る
を
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一
五
山
詩
文
に
お
け
る
梅
花
＊
人
文
科
学
系
・
国
文
学
南
枝
自
疾
北
枝
遅
南
枝
自
か
ら
疾
く
北
枝
遅
し（『
松
山
集
』「
早
梅
」）
已
応
東
面
風
吹
凍
已
に
応
に
東
面
の
風
凍
を
吹
く
べ
く
相
次
南
枝
花
発
春
相
次
で
南
枝
の
花
春
に
発
ら
く
（『
東
海
一
集
』「
和
東
白
韻
。
寄
藤
刑
部
序
」）
後
者
の
上
句
は
さ
ら
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
池
凍
東
頭
風
度
解
、
窓
梅
北
面
雪
封
寒
?
池
の
凍
東
頭
は
風
度
り
て
解
け
、
窓
の
梅
北
面
は
雪
封
じ
て
寒
し
?」（
巻
上
「
立
春
」
菅
原
篤
茂
）
と
の
対
を
成
す
こ
と
を
考
え
る
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
冒
頭
表
現
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、「
南
枝
」
の
梅
は
す
で
唐
に
「
大
東
嶺
上
梅
、
南
枝
落
、
北
枝
開
、
寒
暖
之
候
異
也
」（『
白
氏
六
帖
』「
梅
」）
と
あ
っ
て
、
宋
や
日
本
渡
来
の
僧
の
作
品
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。払
子
陽
気
未
回
吹
律
、
野
梅
先
発
向
南
枝
?
子
陽
の
気
を
払
ひ
て
未
だ
律
を
回
し
吹
か
ず
し
て
、
野
の
梅
先
づ
南
枝
に
発
き
向
か
ふ
?
（『
虚
堂
和
尚
語
録
』）
堆
盤
青
菜
佳
節
盤
を
堆
す
る
青
菜
佳
節
を
し
て
漸
見
南
枝
小
梅
漸
く
見
る
南
枝
に
小
梅
を
す
（『
一
山
国
師
語
録
』「
銀
青
光
禄
太
夫
有
忠
卿
立
春
韻
」）
梅
梢
春
色
弄
微
和
梅
の
梢
の
春
色
微
和
を
弄
ぶ
作
意
南
枝
剪
刻
多
作
意
南
枝
に
剪
刻
多
し
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
巻
三
十
三
「
次
韻
楊
公
済
奉
議
梅
花
十
首
」
そ
の
一
）
た
だ
こ
う
あ
っ
て
も
、
先
の
二
句
は
「
南
枝
」「
北
枝
」
の
関
係
か
ら
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
踏
ま
え
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
次
の
ご
と
く
月
と
の
取
り
合
わ
せ
は
、
宋
詩
を
受
容
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
羅
浮
春
夢
断
羅
浮
の
春
に
夢
断
ち
和
靖
夜
魂
回
和
靖
の
夜
魂
回
る
祇
合
南
枝
月
祇
合
ふ
南
枝
の
月
相
思
弔
影
来
相
思
て
影
を
弔
し
て
来
る
を（『
空
華
集
』
巻
六
「
題
墨
紅
梅
」）
恵
州
の
梅
林
羅
浮
は
蘇
東
坡
が
「
羅
浮
春
」
と
い
う
酒
を
作
っ
た
場
所
で
も
あ
り
、
宋
の
林
和
靖
を
詠
み
込
む
こ
と
で
、『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
い
え
る
。
イ
、
菅
原
道
真
同
様
に
平
安
を
題
材
に
し
な
が
ら
中
世
的
な
内
容
を
賦
す
も
の
に
、
菅
原
道
真
に
関
す
る
詩
が
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
句
が
あ
る
。
陰
陽
実
是
不
可
測
陰
陽
実
に
是
測
か
る
べ
か
ら
ず
飛
梅
万
里
早
回
春
飛
梅
万
里
に
早
く
春
を
回
る（『
草
餘
集
』「
北
野
天
神
」）
夜
深
月
下
動
鱗
甲
夜
深
く
月
下
に
鱗
甲
を
動
か
す
一
朶
飛
梅
九
五
天
一
朶
の
飛
梅
九
五
の
天
（『
翰
林
蘆
集
』
第
十
巻
「
像
賛
・
雑
」「
天
神
」）
道
真
は
中
世
に
な
っ
て
「
渡
唐
天
神
」
と
し
て
唐
に
渡
り
、
夢
で
径
山
の
無
準
禅
師
に
参
じ
て
、
一
夜
に
し
て
印
可
を
得
、
梅
一
枝
を
持
っ
て
帰
っ
た
と
い
う
。『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
で
は
逆
に
道
真
が
無
準
禅
師
に
梅
花
を
差
し
出
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
朝
倉
尚
氏
は
こ
の
「
渡
唐
天
神
」
の
説
話
が
誕
生
し
、
流
布
し
た
要
因
と
し
て
「
公
案
的
性
格
の
具
有
」
を
示
し
て
い
?注
４
）
る
が
、
次
の
詩
は
希
世
霊
彦
が
道
真
を
賦
し
た
詩
で
禅
と
梅
に
関
連
づ
け
て
い
る
。
行
到
江
南
何
所
有
江
南
に
行
き
到
り
て
何
の
有
る
所
ぞ
名
尋
禅
老
実
梅
花
名
禅
老
を
尋
ね
実
梅
花
な
り
（『
村
庵
藁
』「
北
埜
参
無
準
図
」）
実
は
詩
人
と
し
て
梅
を
尋
ね
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
翻
っ
て
さ
ら
に
は
、
親
謁
龍
淵
室
内
時
親
か
ら
龍
淵
の
室
内
に
て
謁
す
る
時
参
禅
渾
是
似
参
詩
参
禅
渾
て
是
参
詩
に
似
た
り
（『
村
庵
藁
』「
北
埜
画
像
。
子
淵
龍
侍
者
求
賛
」）
と
い
う
参
禅
と
参
詩
の
一
致
を
説
く
。
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー
・
第
二
八
号
（
二
〇
〇
九
）
二
さ
ら
に
景
徐
周
麟
は
こ
の
天
神
の
梅
伝
説
に
関
し
て
次
の
ご
と
く
賦
し
て
い
る
。
袈
裟
角
有
蔵
風
地
袈
裟
の
角
に
風
地
を
蔵
す
こ
と
有
り
後
五
百
春
吹
入
花
後
に
五
百
の
春
花
に
吹
き
入
る
（『
翰
林
蘆
集
』
第
十
巻
「
像
賛
・
雑
」「
天
神
」）
こ
の
よ
う
な
例
は
道
真
説
話
か
ら
離
れ
て
梅
そ
の
も
の
に
対
す
る
興
味
を
示
し
て
い
る
。
五
山
の
禅
僧
に
と
っ
て
こ
の
天
神
を
賦
し
た
時
に
同
時
に
梅
を
織
り
込
む
の
は
渡
唐
天
神
に
梅
が
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
中
世
的
な
道
真
説
話
の
上
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
漢
詩
の
な
か
に
取
り
入
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
で
あ
る
か
ら
厳
密
に
は
平
安
の
継
承
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
の
平
安
の
継
承
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
は
、
景
徐
周
麟
が
次
の
よ
う
に
道
真
に
つ
い
て
賦
す
句
は
、
禅
宗
意
識
に
よ
っ
て
い
る
。
海
上
禅
叢
遠
訪
師
海
上
の
禅
叢
遠
く
師
を
訪
ぬ
伝
衣
夜
半
只
天
知
衣
を
伝
ふ
夜
半
に
只
天
知
る
（『
翰
林
蘆
集
』
第
十
巻
「
像
賛
・
雑
」「
天
神
」）
こ
の
夜
半
に
衣
を
伝
授
す
る
と
い
う
の
は
、『
祖
堂
集
』
な
ど
の
禅
語
録
に
よ
る
。
二
、
梅
花
と
禅
心
ア
、
七
百
僧
そ
れ
は
、
黄
梅
山
に
は
神
秀
を
は
じ
め
と
し
て
七
百
余
人
も
の
す
ぐ
れ
た
弟
子
が
い
た
の
に
、
五
祖
弘
忍
は
夜
半
に
ひ
そ
か
に
恵
能
に
衣
鉢
を
伝
授
し
た
と
い
う
逸
話
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
を
梅
に
関
し
て
賦
し
た
句
も
五
山
漢
詩
か
ら
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
ご
と
く
道
号
を
説
く
の
に
多
く
引
用
さ
れ
た
。
当
年
七
百
叢
中
意
当
年
七
百
叢
中
の
意
舌
相
滔
滔
挙
不
休
舌
相
滔
滔
と
し
て
挙
げ
て
休
ま
ず（『
禅
居
集
』「
梅
溪
」）
七
百
叢
中
第
一
魁
七
百
叢
中
の
第
一
の
魁
清
香
暗
度
嶺
南
来
清
香
暗
か
に
度
り
て
嶺
南
に
来
た
る
（『
禅
居
集
』「
梅
林
」）
七
百
叢
中
独
占
魁
七
百
叢
中
魁
を
独
占
す
一
株
深
入
土
栽
培
一
株
深
く
土
に
入
り
て
栽
培
す
（『
若
木
集
』「
梅
根
」）
花
含
春
雪
虚
生
白
花
春
雪
を
含
み
虚
し
く
白
を
生
ず
七
百
叢
中
第
一
籌
七
百
叢
中
第
一
の
籌
な
り
（『
了
幻
集
』「
梅
室
」）
嶺
南
春
唱
後
庭
花
嶺
南
の
春
に
唱
へ
庭
花
を
後
に
す
る
は
七
百
叢
中
老
作
家
七
百
叢
中
老
作
家
な
り
（『
了
幻
集
』「
梅
屋
」）
黄
梅
別
有
甚
心
伝
黄
梅
別
に
甚
だ
心
伝
は
る
も
の
有
り
七
百
叢
中
五
葉
聯
七
百
叢
中
の
五
葉
の
聯
（『
了
幻
集
』「
同
芳
」）
そ
の
花
の
魁
と
言
う
こ
と
が
ま
た
賛
辞
に
も
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
比
喩
的
な
意
味
で
あ
る
が
、
梅
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
例
え
ば
、
次
の
ご
と
く
の
梅
が
特
別
で
あ
る
と
す
る
意
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
花
木
以
来
是
逸
群
花
木
以
ち
て
来
る
是
れ
逸
群
黄
昏
月
下
有
奇
芬
黄
昏
の
月
下
に
奇
芬
有
り
（『
済
北
集
』
巻
二
「
紅
白
梅
」）
林
和
靖
の
句
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
群
を
抜
く
と
す
る
。
イ
、
越
冬
梅
が
群
を
抜
い
て
い
る
の
は
、
厳
冬
に
咲
く
花
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
寒
さ
に
耐
え
、
ど
の
花
よ
り
も
先
に
咲
く
と
い
う
賞
賛
で
も
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
』「
梅
花
」
に
「
老
梅
樹
の
忽
開
花
の
と
き
、
花
開
世
界
起
な
り
。
花
開
世
界
起
の
時
節
、
す
な
は
ち
春
到
な
り
」
と
あ
る
こ
と
や
「
梅
花
の
恩
分
を
う
け
て
花
開
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
百
億
花
は
梅
花
の
眷
属
な
り
、
小
梅
花
と
称
ず
べ
し
。
乃
至
空
花
地
花
三
昧
花
等
、
と
も
に
梅
花
の
大
小
の
眷
属
群
花
な
り
。
花
裡
に
百
億
国
を
な
す
、
国
土
に
開
花
せ
る
、
み
な
こ
の
梅
花
の
恩
分
な
り
。
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三
五
山
詩
文
に
お
け
る
梅
花
梅
花
の
恩
分
の
ほ
か
は
、
さ
ら
に
一
恩
の
雨
露
あ
ら
ざ
る
な
り
。
命
脈
み
な
梅
花
よ
り
な
れ
る
な
り
」
と
あ
る
概
念
は
、
梅
が
他
の
衆
花
に
先
駆
け
て
咲
く
こ
と
を
土
台
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
山
の
禅
僧
は
そ
の
梅
が
越
冬
し
て
寒
さ
に
耐
え
る
様
を
、
例
え
ば
、
次
の
ご
と
く
賞
賛
し
た
。
聞
説
寒
梅
独
暖
回
聞
説
く
寒
梅
独
り
暖
回
ら
ば
何
知
万
木
一
時
開
何
ぞ
知
ら
む
万
木
一
時
に
開
く
を
（『
済
北
集
』
巻
三
「
早
発
海
路
見
日
出
」）
従
暖
律
回
幽
谷
後
暖
律
よ
り
幽
谷
に
回
り
て
後
寒
梅
無
処
不
開
花
寒
梅
処
と
し
て
開
花
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
（『
済
北
集
』
巻
六
「
臘
八
」）
由
来
算
譬
不
能
及
由
来
の
算
譬
及
ぶ
こ
と
能
は
ず
雪
後
寒
梅
半
樹
花
雪
後
の
寒
梅
半
ば
樹
花
さ
く
（『
松
山
集
』「
量
外
」）
寒
梢
忽
著
一
鞭
春
寒
梢
忽
ち
著
は
す
一
鞭
の
春
異
色
奇
香
両
闘
新
異
色
奇
香
両
な
が
ら
新
を
闘
へ
り
（『
済
北
集
』
巻
四
「
早
梅
和
」）
夫
、
梅
天
下
尤
物
也
。
在
於
三
冬
氷
雪
之
中
、
而
石
心
鉄
腸
。
出
冷
蕊
吐
冷
香
。
観
之
、
令
人
自
然
消
名
利
之
心
也
?
夫
れ
、
梅
は
天
下
尤
物
な
り
。
三
冬
氷
雪
の
中
に
在
り
て
、
石
心
鉄
腸
な
り
。
冷
蕊
に
冷
香
を
出
だ
す
。
観
れ
ば
之
れ
、
人
を
し
て
自
然
に
名
利
の
心
を
消
さ
し
む
な
り
?（『
翰
林
蘆
集
』
巻
八
「
字
説
・
銘
・
跋
」「
冷
香
斎
」）
こ
の
よ
う
な
厳
冬
の
な
か
の
梅
は
、
平
安
漢
詩
の
梅
花
と
は
質
を
異
に
す
る
。
む
し
ろ
厳
冬
の
梅
花
は
宋
詩
に
見
ら
れ
る
。
邱
俊
鵬
氏
は
蘇
詩
の
梅
花
詠
の
特
徴
と
し
て
厳
冬
の
な
か
の
開
花
を
挙
げ
て
い
?注
５
）
る
が
、
蘇
詩
だ
け
で
な
く
五
山
の
詩
僧
が
目
に
し
た
『
聯
珠
詩
格
』
に
、
例
え
ば
、
次
の
ご
と
く
同
様
に
厳
冬
の
梅
花
を
賦
し
た
詩
が
見
ら
れ
る
。
梅
和
後
村
韻
蒙
斉
鄭
先
生
酔
従
官
冷
鄭
先
生
酔
ひ
て
官
の
冷
に
従
す
陳
后
山
貧
耐
忍
寒
陳
后
山
貧
に
し
て
耐
く
寒
を
忍
ぶ
同
是
梅
花
清
苦
操
同
じ
は
是
れ
梅
花
の
清
苦
操
九
原
叫
起
古
人
難
九
原
古
人
を
叫
起
す
る
こ
と
難
し
（『
聯
珠
詩
格
』「
起
聯
以
人
喩
物
格
」）
鄭
先
生
は
広
文
館
の
学
士
で
酒
を
嗜
み
、
事
を
治
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
項
目
に
「
起
聯
以
人
喩
物
格
?
起
聯
人
を
以
っ
て
物
に
喩
え
る
格
?」
と
あ
る
か
ら
、
鄭
先
生
を
も
っ
て
梅
に
喩
え
た
詩
で
あ
る
。
一
方
で
、
逆
境
に
堪
え
る
こ
と
は
、
例
え
ば
『
正
法
眼
蔵
』「
梅
花
」
に
唯
有
嶺
梅
多
意
気
唯
嶺
梅
有
り
て
意
気
多
し
臘
前
吐
出
歳
寒
心
臘
前
に
吐
出
す
歳
寒
の
心
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
宋
詩
か
ら
の
影
響
と
は
別
に
禅
語
録
か
ら
の
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
雪
中
の
梅
花
に
は
仏
教
的
な
要
因
が
あ
っ
た
。
宋
の
宝
慶
元
年
（
一
二
二
五
年
・
日
本
の
嘉
禄
元
年
）
五
月
一
日
、
道
元
は
天
童
山
に
お
い
て
は
じ
め
て
如
浄
禅
師
に
会
っ
た
。
道
元
は
如
浄
禅
師
に
導
か
れ
て
、
自
然
に
咲
く
梅
華
こ
そ
が
す
で
に
優
曇
華
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
如
浄
禅
師
の
次
の
詩
を
引
い
て
い
る
。
瞿
曇
打
失
眼
睛
時
瞿
曇
眼
睛
を
打
失
す
る
時
雪
裏
梅
花
只
一
枝
雪
裏
の
梅
花
只
一
枝
な
り
而
今
到
処
成
荆
棘
而
今
到
処
に
荆
棘
を
成
す
却
笑
春
風
繚
乱
吹
却
り
て
笑
ふ
春
風
の
繚
乱
と
し
て
吹
く
こ
と
を
シ
ャ
カ
が
成
道
し
た
時
に
、雪
中
の
梅
花
が
た
だ
一
枝
咲
い
た
と
い
う（『
如
浄
和
尚
語
録
』
に
も
）。
次
の
詩
句
は
そ
の
こ
と
を
賦
し
て
い
る
か
。
釈
迦
不
受
然
燈
記
釈
迦
受
け
ず
然
燈
記
雪
後
梅
花
月
一
枝
雪
後
の
梅
花
月
一
枝
（『
了
幻
集
』「
無
伝
」）
菩
提
達
磨
大
師
の
詩
の
一
節
に
「
一
華
開
五
葉
」
と
い
う
句
が
あ
っ
て
、
教
化
と
五
枚
の
花
び
ら
が
開
く
と
い
う
こ
と
と
は
同
じ
事
実
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
達
磨
に
関
す
る
六
書
を
ま
と
め
た
宋
代
の
『
小
室
六
門
』
や
『
祖
堂
集
』
に
「
吾
本
来
茲
土
、
伝
法
救
迷
情
、
一
華
開
五
葉
、
結
果
自
然
成
」
と
あ
り
、『
伝
灯
録
』
に
「
問
、
一
華
開
五
葉
、
結
果
自
然
成
。
如
何
是
、
一
華
開
五
葉
。
師
曰
、
日
出
月
明
。
曰
、
如
何
是
、
結
果
自
然
成
、
師
曰
、
四
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー
・
第
二
八
号
（
二
〇
〇
九
）
天
地
皎
然
」
と
あ
り
、
達
磨
大
師
が
迷
い
や
苦
悩
を
救
っ
た
こ
と
を
開
花
結
実
に
喩
え
た
く
だ
り
を
踏
ま
え
る
。
こ
れ
を
梅
と
結
び
つ
け
た
の
が
『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
る
。
次
の
作
品
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
吾
本
来
此
土
。
豈
非
詩
乎
。
一
花
開
五
葉
。
豈
非
梅
乎
?
吾
れ
本
此
の
土
よ
り
来
た
る
は
、
豈
詩
に
非
ず
や
。
一
花
五
葉
を
開
く
は
、
豈
梅
に
あ
ら
ず
や
?
（『
済
北
集
』
巻
八
「
早
梅
軸
」）
花
開
果
結
即
心
仏
花
開
き
果
結
ぶ
即
心
仏
閑
却
梅
林
幾
度
春
梅
林
を
閑
却
す
る
は
幾
度
の
春
ぞ（『
南
游
集
』「
大
梅
塔
」）
虎
関
師
錬
の
く
だ
り
は
、
身
の
作
詩
を
開
花
に
な
ぞ
ら
え
、
別
源
円
旨
の
句
は
開
花
結
実
を
即
心
是
仏
と
す
る
。
ウ
、
枯
木
禅
加
え
て
、
厳
冬
の
樹
木
は
し
ば
し
ば
「
枯
木
」
と
表
現
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
禅
を
枯
木
に
比
す
の
は
『
伝
灯
録
』
に
「
師
止
石
霜
山
二
十
年
間
。
学
衆
有
長
坐
不
臥
屹
若
株
、
天
下
謂
之
枯
木
衆
也
」
と
あ
る
唐
の
石
霜
禅
師
の
衆
僧
が
座
し
て
も
臥
さ
な
い
さ
ま
を
い
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
次
の
詩
文
が
直
接
そ
の
こ
と
を
賦
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
蒲
団
上
三
千
界
一
蒲
の
団
上
三
千
界
圧
却
石
霜
枯
木
禅
圧
へ
却
る
は
石
霜
の
枯
木
禅
（『
東
帰
集
』「
示
坐
禅
堂
衆
」）
昔
石
霜
諸
禅
師
。
堂
中
坐
者
。
兀
如
枯
木
。
今
誠
能
若
是
。
則
木
禅
之
号
。
非
苟
然
也
?
昔
の
石
霜
の
諸
禅
師
。
堂
中
坐
す
る
は
、
兀
か
な
る
こ
と
枯
木
の
如
し
。
今
誠
に
能
く
是
く
の
若
く
な
れ
ば
、
則
ち
木
禅
の
号
、
苟
し
く
も
然
る
こ
と
あ
ら
ざ
る
な
り
?
（『
禅
居
集
』「
跋
木
禅
号
頌
軸
」）
こ
れ
ら
は
堕
落
し
た
禅
僧
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、『
五
灯
会
元
』「
婆
子
焼
庵
」
に
見
ら
れ
る
女
子
の
誘
惑
に
も
靡
か
な
か
っ
た
修
行
僧
の
「
古
木
倚
寒
巌
、
三
冬
無
暖
気
」
と
い
う
言
が
あ
る
（『
聯
燈
会
要
』
に
も
）。
次
の
句
は
そ
の
こ
と
を
引
用
し
て
い
る
。
枯
木
寒
厳
無
暖
気
枯
木
寒
巌
暖
気
無
し
不
知
春
色
到
人
間
知
ら
ず
春
色
の
人
間
に
到
る
を
（『
松
山
集
』「
乞
梅
時
在
北
山
」）
こ
の
枯
木
が
厳
冬
に
耐
え
る
ご
と
く
、
性
的
な
誘
惑
に
耐
え
る
様
を
無
批
判
に
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、『
五
灯
会
元
』「
婆
子
焼
庵
」
の
公
案
の
ご
と
く
、
人
間
性
を
追
及
す
る
こ
と
を
梅
花
の
春
色
に
見
出
す
。
中
川
徳
之
助
氏
は
、
梅
を
取
り
上
げ
て
、
人
間
と
同
化
し
た
そ
の
精
神
性
を
月
と
共
に
指
摘
し
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
五
山
の
禅
僧
に
お
け
る
「
物
」
の
見
方
の
例
示
と
し
て
指
摘
し
て
?注
６
）
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
字
説
を
説
く
際
に
「
梅
」
の
字
が
つ
く
道
号
を
例
に
挙
げ
、
そ
れ
は
同
時
に
梅
が
禅
僧
の
号
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
先
に
示
し
た
梅
に
人
間
性
を
見
る
こ
と
と
無
関
係
で
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
エ
、
皎
潔
そ
れ
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
る
な
ら
ば
、
梅
の
皎
潔
を
示
す
詩
に
行
き
着
く
。
梅
は
百
花
に
先
ん
じ
て
咲
く
こ
と
か
ら
、
清
香
を
発
す
る
と
い
わ
れ
る
。『
正
法
眼
蔵
』「
梅
花
」に
も「
忽
開
花
一
花
両
花
、
三
四
五
花
無
数
花
。
清
不
可
誇
、
香
不
可
誇
」
と
あ
る
。
黄
山
谷
が
蘇
東
坡
を
賞
賛
し
て
、
孤
芳
忌
皎
潔
孤
芳
皎
潔
を
忌
ま
れ
氷
雪
空
自
香
氷
雪
空
し
く
自
ら
香
し
（『
山
谷
詩
集
』
巻
一
「
古
詩
二
首
蘇
子
」）
と
梅
の
孤
高
に
喩
え
た
詩
は
『
古
文
真
宝
』
に
も
採
ら
れ
て
著
名
で
あ
る
。
高
潔
な
梅
を
賦
し
た
作
品
は
、
次
の
ご
と
く
『
錦
繡
段
』
に
も
見
ら
れ
る
。
精
神
明
潔
思
無
邪
精
神
明
潔
に
し
て
思
ひ
邪
無
し
妙
処
何
須
藉
月
華
妙
処
何
ぞ
須
ら
く
月
華
を
藉
く
べ
し
（『
錦
繡
段
』
巻
九
「
草
木
」
鄭
大
東
子
「
梅
」）
梅
華
門
戸
雪
生
涯
梅
華
の
門
戸
雪
生
涯
皎
潔
窓
自
一
家
皎
潔
た
る
窓
自
か
ら
の
一
家
（『
錦
繡
段
』
巻
九
「
草
木
」
丁
直
卿
「
雪
後
開
窓
看
梅
」）
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五
五
山
詩
文
に
お
け
る
梅
花
と
も
に
梅
と
自
身
を
対
比
し
て
い
る
。
南
北
朝
時
代
の
臨
済
宗
の
僧
で
臨
済
宗
永
源
寺
派
の
開
祖
、
寂
室
元
光
の
不
求
名
利
不
憂
貧
名
利
を
求
め
ず
貧
を
憂
え
ず
隠
処
山
深
遠
俗
塵
隠
処
山
深
う
し
て
俗
塵
を
遠
ざ
く
歳
晩
天
寒
誰
是
友
歳
晩
天
寒
く
し
て
誰
れ
か
是
れ
友
な
る
梅
花
帯
月
一
枝
新
梅
花
月
を
帯
び
て
一
枝
新
た
な
り
な
ど
も
「
清
」
や
「
潔
」
の
字
は
な
い
が
、
梅
の
皎
潔
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
次
の
ご
と
く
、
梅
を
皎
潔
と
す
る
句
が
景
徐
周
麟
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
。
江
南
古
仏
梅
闘
其
清
?
江
南
の
古
仏
の
梅
其
の
清
き
と
闘
ふ
?
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
一
「
疏
」「
月
舟
桂
西
堂
住
真
如
」）
天
地
与
梅
同
潔
白
天
地
と
梅
と
潔
白
な
る
を
同
じ
く
す
古
今
於
樹
約
冬
青
古
今
に
樹
冬
に
青
な
る
を
約
す
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
五
「
詩
」「
同
（
竹
裏
雪
声
）
代
人
」）
要
須
骨
気
潔
於
梅
要
須
す
骨
気
の
梅
よ
り
潔
な
る
を
尋
常
飯
玉
千
尋
常
な
る
飯
玉
千
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
六
「
詩
」「
保
寿
老
師
和
予
梅
字
詩
韻
見
賜
」）
紅
杏
碧
桃
如
不
曾
紅
杏
も
碧
桃
も
曾
な
ら
ざ
る
が
ご
と
し
此
花
二
月
潔
於
氷
此
の
花
二
月
に
氷
よ
り
潔
し
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
「
詩
」「
二
月
梅
晩
会
于
鹿
苑
院
」）
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
た
高
潔
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、仏
教
書
の
し
か
も
禅
語
録
に
原
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
例
で
あ
る
か
ら
、
五
山
特
有
の
題
材
で
あ
る
と
い
え
る
。
三
、
宋
代
文
学
受
容
と
禅
詩
参
禅
を
賦
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
五
山
詩
僧
に
と
っ
て
の
梅
そ
の
も
の
に
つ
い
て
解
き
明
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
五
山
の
詩
僧
は
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
て
い
る
。
扇
面
玉
局
誰
何
月
黒
時
玉
局
誰
か
何
せ
ん
月
の
黒
き
時
仙
得
意
忽
横
枝
仙
意
を
得
た
る
は
忽
ち
の
横
枝
近
来
句
法
君
知
否
近
来
の
句
法
君
知
る
や
否
や
不
賦
梅
花
不
是
詩
梅
花
を
賦
せ
ず
ん
ば
是
れ
詩
な
ら
ず
（『
希
世
稿
』『
雪
巣
集
』）
見
梅
不
可
無
詩
梅
を
見
て
詩
無
か
る
べ
か
ら
ず
開
闢
無
梅
詩
不
成
開
闢
よ
り
梅
無
く
ん
ば
詩
成
な
ら
ず
暗
香
句
法
闘
其
清
暗
香
の
句
法
其
の
清
き
と
闘
ふ
仲
尼
却
有
秘
花
意
仲
尼
却
へ
り
て
秘
花
の
意
有
れ
ど
も
三
百
篇
中
削
去
名
三
百
篇
中
に
は
名
を
削
り
去
る
の
み（『
幻
雲
詩
藁
』
第
三
）
和
謝
剛
中
恵
梅
花
剛
中
の
梅
花
を
恵
む
に
和
し
謝
す
辱
贈
梅
花
痩
似
僊
辱
く
梅
花
を
贈
ら
れ
ど
も
痩
て
僊
に
似
た
り
枝
頭
猶
帯
月
枝
頭
に
猶
帯
ぶ
月
の
な
る
を
病
夫
不
敢
動
詩
興
病
夫
敢
て
詩
興
を
動
か
さ
ず
曾
伴
已
公
茅
屋
禅
曾
て
已
公
茅
屋
の
禅
に
伴
ふ
（『
空
華
集
』
巻
四
）
希
世
霊
彦
の
詩
は
、
梅
香
を
賦
さ
な
け
れ
ば
詩
で
は
な
い
と
い
い
い
、
月
舟
寿
桂
の
詩
は
、
開
闢
よ
り
梅
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
詩
は
成
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
し
、義
堂
周
信
の
詩
が
、
贈
ら
れ
た
梅
に
あ
え
て
詩
興
を
動
か
さ
な
か
っ
た
と
い
う
そ
の
前
提
に
、
逆
説
的
に
梅
と
作
詩
の
関
係
を
見
て
い
る
と
い
え
る
。
梅
は
作
詩
の
際
、
対
象
と
な
る
景
物
の
原
点
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
作
詩
と
梅
に
関
す
る
話
に
は
、
僧
斉
己
の
「
早
梅
詩
」
に
つ
い
て
の
詩
話
が
あ
る
（『
詩
人
玉
屑
』
巻
六
）。
鄭
谷
が
彼
の
「
早
梅
詩
」
の
「
前
村
深
雪
裏
、
昨
夜
数
枝
開
?
前
村
深
雪
の
裏
、
昨
夜
数
枝
開
く
?」
の
「
数
」
の
字
を
「
一
」
か
ら
直
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
「
一
字
の
師
」に
関
す
る
話
は
五
山
僧
に
も
よ
く
知
ら
れ
、
例
え
ば
、「
寒
風
破
竹
、
冬
来
八
日
仏
六
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー
・
第
二
八
号
（
二
〇
〇
九
）
重
三
衣
、
深
雪
鎖
梅
、
昨
夜
数
枝
師
改
一
字
?
寒
風
は
竹
を
破
り
、
冬
来
八
日
に
仏
三
衣
を
重
ぬ
、
深
雪
は
梅
を
鎖
し
、
昨
夜
数
枝
に
師
一
字
を
改
む
?」（『
翰
林
蘆
集
』
巻
一
「
疏
」
「
芳
卿
隣
西
堂
住
三
聖
」）が
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
梅
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
た
。
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
君
是
梅
花
一
字
師
君
是
の
梅
花
一
字
師
遠
来
踏
雪
共
吟
詩
遠
き
来
た
り
て
雪
を
踏
み
共
に
詩
を
吟
ず
（『
雲
猿
吟
』「
謝
釣
文
侍
者
雪
中
見
訪
」）
宋
代
に
倣
っ
て
五
山
で
も
試
論
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
一
字
の
推
敲
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
そ
の
対
象
を
詩
話
か
ら
発
展
さ
せ
て
梅
そ
の
も
の
に
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
梅
が
や
は
り
詩
僧
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
、
肌
玉
骨
先
に
示
し
た
寒
さ
に
耐
え
る
美
徳
は
、
梅
の
形
容
と
し
て
「
肌
玉
骨
」
と
い
う
語
を
生
ん
だ
。
こ
の
表
現
も
例
え
ば
、『
錦
繡
段
』
に
勘
破
收
香
蔵
白
処
勘
へ
破
り
香
り
を
収
め
て
白
き
処
に
蔵
る
氷
肌
玉
骨
是
前
身
氷
肌
玉
骨
是
前
身
な
り
（『
錦
繡
段
』
巻
九
「
草
木
」・
李
益
「
青
梅
」）
な
ど
と
見
ら
れ
る
が
、
五
山
詩
に
も
次
の
ご
と
く
見
ら
れ
る
。
須
是
氷
肌
痩
彌
甚
須
ら
く
是
の
氷
肌
痩
せ
彌
甚
し
か
る
べ
し
休
将
桃
李
闘
清
新
桃
李
を
将
ち
て
清
新
を
闘
は
し
む
る
こ
と
を
休
め
よ
（『
蕉
堅
稿
』「
謹
奉
相
府
旨
。
次
韻
資
寿
無
求
老
兄
有
戯
」）
凛
然
氷
雪
姿
凛
然
た
る
氷
雪
の
姿
卓
爾
鉄
石
骨
卓
爾
た
る
鉄
石
の
骨
（『
明
極
楚
俊
遺
稿
』「
贈
梅
隠
費
学
士
」）
不
須
更
刻
栴
檀
像
須
ら
く
更
に
栴
檀
の
像
を
刻
ま
ず
雪
骨
氷
肌
淨
法
身
雪
の
骨
氷
の
肌
浄
法
の
身
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
二
「
道
号
」「
古
梅
」）
そ
の
厳
冬
に
耐
え
る
梅
を
形
容
し
、
そ
こ
に
法
身
を
見
た
り
す
る
。
イ
、
骨
肉
蔭
木
英
雄
氏
が
日
本
の
禅
詩
に
お
い
て
、
最
初
に
梅
を
謳
っ
た
詩
を
、
二
度
目
に
渡
宋
し
た
時
の
栄
西
の
作
で
あ
る
と
し
て
い
?注
７
）
る
が
、
そ
の
詩
に
次
の
句
が
あ
る
。
三
生
未
朽
梅
花
骨
三
生
未
だ
朽
ち
ず
梅
花
の
骨
石
上
尋
思
掃
緑
苔
石
上
に
尋
ね
思
ひ
て
緑
の
苔
を
掃
ふ
こ
の
上
句
は
、
次
の
『
錦
繡
段
』
の
表
現
を
受
け
て
い
る
。
怪
得
香
魂
長
入
夢
怪
し
み
得
た
り
香
魂
の
長
く
夢
に
入
る
を
三
生
骨
肉
是
梅
華
三
生
の
骨
肉
是
れ
梅
華
（『
錦
繡
段
』
巻
九
「
草
木
」）
梅
を
特
別
に
自
ら
の
身
と
比
較
し
た
禅
僧
は
、
こ
の
『
錦
繡
段
』
の
詩
も
共
感
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
や
は
り
、
五
山
詩
僧
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
た
。
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
竹
友
松
朋
喜
気
加
竹
友
松
朋
喜
気
加
は
り
我
儂
骨
肉
有
梅
花
我
儂
の
骨
肉
に
梅
花
有
り
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
二
「
道
号
」「
万
年
正
続
師
之
門
下
」）
事
皺
眉
頭
非
啻
茗
事
の
眉
頭
に
皺
む
は
啻
だ
茗
の
み
に
非
ず
義
同
骨
肉
莫
如
梅
義
骨
肉
に
同
じ
く
し
て
梅
の
如
く
は
莫
れ
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
六
「
詩
」「
答
文
」）
開
闢
無
人
知
此
意
開
闢
よ
り
無
人
の
此
の
意
を
知
る
こ
と
無
し
三
生
骨
肉
一
林
三
生
骨
肉
一
の
林
（『
翰
林
五
鳳
集
』
巻
六
・
彦
龍
「
梅
意
」）
老
禅
宴
坐
斎
中
、
指
梅
花
曰
、
是
吾
骨
肉
也
?
老
禅
の
宴
に
斎
中
に
坐
し
、
梅
花
を
指
し
て
曰
は
く
、
是
れ
吾
が
骨
肉
な
り
?
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
八
「
字
説
・
銘
・
跋
」「
冷
香
斎
」）
雪
後
精
神
尤
一
倍
雪
後
の
精
神
尤
も
一
倍
花
中
骨
肉
是
三
生
花
中
の
骨
肉
是
れ
三
生
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
六
「
詩
」「
又
（
画
軸
）」）
共
に
『
錦
繡
段
』
に
見
ら
れ
る
「
肉
骨
三
生
」
の
受
容
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
梅
に
精
神
的
な
意
味
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
か
五
山
詩
の
特
徴
を
物
語
っ
て
い
る
。
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五
山
詩
文
に
お
け
る
梅
花
ウ
、
魁
・
第
一
梅
を
第
一
と
す
る
こ
と
は
、
誠
是
為
万
樹
之
先
唱
、
於
百
花
而
独
歩
者
也
?
誠
に
是
万
樹
の
先
唱
と
為
り
、
百
花
の
於
き
て
独
歩
す
る
な
り
?
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
橘
正
通
「
春
日
陪
第
七
親
王
風
亭
同
賦
繞
梅
正
開
応
教
」）
と
あ
る
ご
と
く
、
平
安
の
漢
詩
に
も
見
ら
れ
る
が
、
次
の
ご
と
く
、
特
に
宋
詩
に
見
ら
れ
る
。
天
教
桃
李
作
輿
台
天
桃
李
を
し
て
輿
台
を
作
さ
し
む
故
遣
寒
梅
第
一
開
故
に
寒
梅
を
し
て
第
一
に
開
か
し
む
（『
蘇
詩
集
』
巻
三
十
三
「
再
和
楊
公
濟
梅
花
十
絶
」
そ
の
二
）
預
報
春
消
息
預
じ
め
春
の
消
息
を
報
ず
花
中
第
一
枝
花
中
の
第
一
枝
（『
全
宋
詩
』
王
十
朋
「
江
梅
」）
催
春
雪
春
を
催
す
の
雪
氷
艶
百
花
魁
氷
艶
た
り
百
花
の
魁
（『
全
宋
詞
』「
十
六
字
令
」・
梅
）
報
春
花
（
春
の
知
ら
せ
を
も
た
ら
す
花
）
と
も
呼
ば
れ
り
、
魁
と
も
呼
ば
れ
た
り
す
る
。
さ
ら
に
は
、『
詩
学
大
成
』
巻
十
二
「
花
木
門
」「
梅
花
」
に
「
作
花
魁
」
と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、唐
詩
宋
論
金
鼎
和
羹
事
且
｜
百
｜
頭
｜
｜
又
古
詞
不
是
花
魁
、
誰
是
花
魁
。
と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
次
の
句
は
宋
代
の
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
刧
壺
春
送
暗
香
来
壺
の
春
を
劫
し
て
暗
香
を
送
り
て
来
た
る
本
是
花
中
第
一
魁
本
は
是
れ
花
の
中
の
第
一
の
魁
（『
了
幻
集
』「
古
梅
」）
万
年
老
樹
雪
封
苔
万
年
の
老
樹
に
雪
苔
を
封
ず
本
是
百
花
頭
上
魁
本
は
是
れ
百
花
の
頭
上
の
魁
（『
禅
居
集
』「
古
梅
」）
梅
者
百
花
之
先
登
也
?
梅
は
百
花
の
先
登
な
り
?
（『
済
北
集
』
巻
八
「
又
（
早
梅
軸
）」）
独
揚
清
芬
於
天
地
間
者
、
必
以
梅
為
称
首
?
独
り
清
芬
を
天
地
の
間
に
揚
ぐ
れ
ば
、
必
ず
梅
を
以
ち
て
首
と
称
す
こ
と
を
為
す
?
（『
純
鉄
集
』「
早
梅
序
」）
宋
詩
や
『
詩
学
大
成
』
と
同
様
、
魁
と
し
た
り
、
百
花
の
先
頭
と
し
た
り
す
る
こ
こ
に
も
梅
を
他
の
花
を
区
別
す
る
五
山
禅
僧
の
精
神
的
な
思
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
エ
、
暗
香
・
疎
影
道
真
に
梅
花
を
差
し
出
し
た
無
準
禅
師
の
法
嗣
で
あ
る
希
叟
紹
曇
に
、
次
の
詩
が
あ
る
。
和
靖
雪
後
看
梅
図
和
靖
雪
後
に
梅
を
看
る
図
僧
希
叟
破
暁
湖
山
入
畫
時
暁
を
破
る
湖
山
画
に
入
る
時
短
雪
傍
疎
籬
短
雪
を
揺
す
り
傍
に
籬
に
疎
し
一
心
只
在
梅
華
上
一
心
只
梅
華
の
上
に
在
り
凍
損
吟
身
也
不
知
凍
損
し
て
吟
ず
る
も
身
也
知
ら
ず（『
錦
繡
段
』
巻
十
）
林
和
靖
の
心
は
偏
に
梅
に
あ
っ
て
、
凍
寒
に
あ
っ
て
も
身
を
省
み
ず
吟
ず
る
と
す
る
。
狩
野
一
渓
は
『
後
素
集
』
で
こ
の
画
図
「
和
靖
雪
後
看
梅
図
」
を
「
和
靖
雪
後
立
て
梅
を
看
」
と
解
説
す
る
。
詩
だ
け
で
な
く
、
絵
画
と
し
て
も
す
で
に
林
和
靖
と
梅
の
関
係
は
周
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
林
和
靖
は
孤
山
に
廬
を
結
ん
で
、
梅
を
妻
、
鶴
を
子
と
称
し
た
。
梅
を
詠
む
時
に
林
和
靖
が
語
ら
れ
る
の
は
、
次
の
詩
の
句
が
宋
代
に
お
い
て
、
す
で
に
著
名
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
衆
芳
揺
落
独
衆
芳
揺
落
し
て
独
り
占
尽
風
情
向
小
園
風
情
を
占
め
盡
し
て
小
園
に
向
か
う
疎
影
横
斜
水
清
浅
疎
影
横
斜
し
て
水
清
浅
暗
香
浮
動
月
黄
昏
暗
香
浮
動
し
て
月
黄
昏
霜
禽
欲
下
先
眼
霜
禽
下
り
ん
と
欲
し
て
先
ず
眼
を
み
粉
蝶
如
知
合
断
魂
粉
蝶
如
し
知
ら
ば
合
に
魂
を
断
つ
べ
し
幸
有
微
吟
可
相
狎
幸
に
微
吟
の
相
狎
る
べ
く
あ
り
八
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー
・
第
二
八
号
（
二
〇
〇
九
）
不
須
壇
板
与
金
尊
須
ず
壇
板
と
金
尊
を
こ
の
詩
は
宋
代
で
既
に
評
価
さ
れ
て
い
た
。『
溪
漁
隠
叢
話
』
巻
二
十
七
「
林
和
靖
」
の
「
蔡
夫
詩
話
云
、
林
和
靖
梅
花
詩
、
疏
影
斜
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
、
誠
為
警
絶
」は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、「
山
谷
云
、
欧
陽
文
忠
公
極
賞
林
和
靖
疏
影
横
斜
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
之
句
。
而
不
知
和
靖
別
有
詠
梅
一
聯
云
、
雪
後
園
林
才
半
樹
、
水
辺
籬
落
忽
横
枝
、
似
勝
前
句
、
不
知
文
忠
何
縁
棄
此
而
賞
彼
」は
逆
説
的
に
暗
示
し
て
い
る
。『
翰
林
五
鳳
集
』
に
お
け
る
梅
詩
は
ほ
ぼ
過
半
数
が
こ
の
句
の
「
暗
香
」「
疎
影
」「
横
斜
」「
黄
昏
」
等
の
語
を
含
む
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
先
の
希
叟
同
様
、
次
の
ご
と
く
そ
の
暗
香
に
禅
心
を
見
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
点
灯
移
梅
影
少
年
度
僧
点
灯
梅
影
を
移
す
昏
月
梅
辺
待
未
升
昏
月
梅
辺
に
待
て
ど
も
未
だ
升
ら
ず
暗
香
相
対
夜
瓶
氷
暗
香
に
相
対
す
夜
の
瓶
氷
禅
心
逐
影
応
花
咲
禅
心
影
を
逐
ひ
て
応
に
花
咲
く
べ
し
忽
被
窓
風
吹
滅
灯
忽
ち
窓
風
に
吹
か
ら
れ
滅
灯
す（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
）
月
の
昇
る
の
を
待
ち
な
が
ら
そ
の
香
に
禅
心
を
喚
起
す
る
。「
疎
影
」「
暗
香
」
の
句
だ
け
で
な
く
、
林
和
清
詩
の
発
句
の
「
衆
芳
」
に
も
教
義
的
な
意
味
合
い
を
含
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
次
は
そ
の
語
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
和
種
梅
適
鋤
月
自
移
栽
適
の
鋤
月
自
か
ら
移
栽
し
千
載
孤
山
一
老
梅
千
載
の
孤
山
に
一
老
梅
弾
圧
衆
芳
何
所
似
衆
芳
を
弾
圧
し
何
ぞ
似
る
所
は
釈
門
迦
葉
孔
門
回
釈
門
の
迦
葉
孔
門
の
回
な
り
（『
隨
得
集
』）
衆
花
を
正
し
抑
え
る
の
は
釈
迦
の
弟
子
で
あ
る
摩
訶
迦
葉
波
で
あ
り
、
孔
門
の
顔
回
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
も
、
そ
も
そ
も
は
梅
に
特
別
な
意
味
を
投
じ
た
五
山
禅
僧
の
精
神
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
む
す
び
梅
が
日
本
古
来
の
詠
作
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
五
山
文
学
に
お
け
る
梅
の
賦
さ
れ
方
を
示
し
た
。
そ
の
特
徴
は
そ
れ
ま
で
の
平
安
文
学
に
見
ら
れ
な
い
、
極
め
て
精
神
的
な
賦
し
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
平
安
漢
詩
と
五
山
漢
詩
と
の
相
違
の
一
齣
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
五
山
漢
詩
に
お
け
る
梅
の
例
え
ば
、
中
世
和
歌
や
江
戸
詩
歌
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
注?１
）『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
昭
和
六
十
一
年
）
?２
）『
梅
と
日
本
人
』（
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
年
）
?３
）『
日
本
詩
史
』
巻
之
二
に
「
蓋
古
昔
文
学
、
盛
于
弘
仁
・
天
暦
、
陵
夷
于
延
久
・
寛
治
、
没
于
保
元
・
平
治
。
於
是
、
世
所
謂
五
山
禅
林
之
文
学
、
代
興
」
と
あ
る
。
?４
）
?賛
渡
唐
天
神
詩
寸
見
｜
希
世
「
賛
北
野
神
君
詩
」（
課
題
）
に
つ
い
て
」（『
禅
林
の
文
学
｜
中
国
受
容
の
様
相
｜
』（
清
文
堂
出
版
、
昭
和
六
十
年
）
他
に
「
禅
林
に
お
け
る
天
神
信
仰
と
無
準
崇
拝
」
「
禅
林
に
お
け
る
三
教
一
致
思
想
の
隆
盛
」「
禅
林
に
お
け
る
詩
禅
一
致
思
想
の
隆
盛
」を
挙
げ
て
い
る
。
?５
）
?讀
蘇
的
詠
梅
花
詩
」（『
蘇
東
坡
研
究
論
叢
』
第
三
輯
、
四
川
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
に
「
梅
花
傲
雪
次
回
、
不
與
百
花
春
的
特
性
、
自
然
會
激
起
詩
人
情
感
上
的
共
鳴
」
と
あ
る
。
?６
）
?禅
と
文
学
」（『
日
本
中
世
禅
林
文
学
論
』）
?７
）
?渡
唐
天
神
画
像
を
め
ぐ
っ
て
｜
五
山
文
学
の
一
断
面
｜（
上
）（
下
）」（
季
刊『
禅
文
化
』第
八
十
・
八
二
号
）
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け
る
梅
花
The Plum in Gozan poems
 
Yasuo ONO
 
The plum has been treated in Japanese ancient literary works. But Gozan literary work has a
 
relationship with the Song Dynasty works,especially Zen philosophy. They did choose to write more
 
often of the plum. This behavior is different from the Heian literature.
一
〇
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー
・
第
二
八
号
（
二
〇
〇
九
）
